
す
で
に
制
空
権
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、
全
行
程
が
夜

行
軍
で
、
日
没
と
共
に
進
発
し
、
夜
明
け
に
大
休
止
と
な
り
野

営
で
あ
る
。

敵
戦
闘
機
の
機
銃
掃
射
、
新
四
軍
（
現
中
国
共
産
軍
）
の
追

撃
砲
に
よ
る
奇
襲
、
峻
険
の
登
行
や
渡
河
、
膝
を
没
す
る
泥
檸

悪
路
の
雨
中
行
軍
な
ど
、
ま
さ
に
人
馬
一
体
の
悪
戦
苦
闘
を
経

る
こ
と
三
カ
月
半
に
し
て
、
戦
線
縮
小
の
た
め
前
線
か
ら
撤
収

し
た
第
十
九
連
隊
本
部
に
よ
う
や
く
合
流
し
た
の
は
七
月
中
旬

で
、
湖
南
省
衡
陽
の
山
中
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
反
転
作
戦
と
行
軍
、
そ
し
て
終
戦
、
長
沙
城
外
の

一
夜
で
は
死
の
思
い
、
洞
庭
湖
畔
に
お
け
る
武
装
解
除
、
愛
馬

「
青
嵐
号
」
と
の
訣
別
、
日
本
軍
馬
飼
育
指
導
の
た
め
国
府
軍

と
の
五
十
日
間
に
お
よ
ぶ
行
軍
、
芦
山
北
麓
の
捕
虜
生
活
、
痔

疾
に
よ
る
野
戦
病
院
入
院
、
戦
友
の
病
死
、
帰
隊
と
連
隊
本
部

の
復
員
業
務
の
勤
務
な
ど
を
経
て
、

上
海
か
ら
復
員
船
に
乗
船
、

奇
し
く
も
誕
生
日
で
あ
る
昭
和
二
十
一
年
六
月
三
日
佐
世
保
へ

入
港
し
た
の
で
あ
る
。

長
崎
県
佐
世
保
市
南
風
岬
に
上
陸
し
帰
郷
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
間
終
戦
の
日
か
ら
数
え
て
十
カ
月
で
あ
っ
た
。
五
十
年
は

茫
々
た
り
と
い
え
ど
も
、
目
を
つ
む
れ
ば
、
戦
野
の
山
河
今
も

な
お
、
わ
が
眼
底
に
彷
佛
と
し
て
去
来
す
る
の
で
あ
る
。

洞
庭
湖
畔
賦

茫
茫
四
十
五
星
霜
　
枯
骨
啾
啾
岳
陽
道

山
河
不
変
青
一
色
　
洞
庭
湖
畔
哭
薫
風

―
平
成
三
年
五
月
、
現
地
慰
霊
の
旅
に
て
―

支
那
事
変
当
初
の

太
原
攻
略
戦
　 

島
根
県
　
足
立
信
義
　 

現
役
兵
当
時

私
は
京
都
の
御
所
で
昭
和
天
皇
の
御
即
位
の
大
典
の
あ
っ
た

昭
和
三
年
の
現
役
兵
で
す
。
全
国
民
が
御
慶
祝
に
沸
き
立
っ
た

年
で
し
た
。

当
時
の
現
役
兵
の
教
育
訓
練
は
平
時
の
厳
格
な
訓
練
で
、
内

務
は
想
像
に
絶
す
る
つ
ら
い
も
の
で
し
た
。



現
役
二
カ
年
を
終
え
て
満
期
除
隊
後
、
昭
和
六
年
十
月
召
集

で
、
関
西
地
区
で
行
わ
れ
た
特
別
大
演
習
に
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
師
団
四
個
師
団
の
大
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
演
習
終
末
の

両
軍
の
生
駒
山
争
奪
戦
は
す
さ
ま
じ
く
、
山
頂
占
領
の
登
■
競

争
は
そ
の
後
の
実
戦
に
も
、
つ
い
に
体
験
し
な
か
つ
た
凄
い
闘

志
に
溢
れ
た
演
習
で
し
た
。
当
時
の
日
本
国
内
に
、
■
頭
し
つ

つ
あ
っ
た
軍
国
主
義
へ
の
世
相
が
偲
ば
れ
ま
す
。

事
変
当
初
の
赤
紙
召
集

昭
和
十
二
年
七
月
二
十
七
日
、
支
那
事
変
勃
発
と
同
時
に
町

内
七
人
も
召
集
令
状
を
受
け
ま
し
た
。
前
例
の
な
い
こ
と
故
、

町
中
大
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。
本
人
の
私
自
身
も
唖
然
と
な
り

ま
し
た
が
、
時
間
の
経
過
と
共
に
自
分
の
置
か
れ
た
立
場
を
自

覚
し
て
き
ま
し
た
。
自
分
亡
き
後
の
家
族
の
事
な
ど
心
配
の
種

は
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、「
お
国
の
た
め
」
と
万
事
割
り
切
っ

て
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

日
露
戦
争
以
来
の
赤
紙
召
集
に
駅
頭
に
黒
山
と
集
ま
っ
た
見

送
り
の
人
々
の
中
を
勇
躍
、
郷
里
を
発
っ
て
、
浜
田
歩
兵
第
二

十
一
連
隊
へ
入
隊
し
ま
し
た
。
連
隊
も
平
時
か
ら
動
員
の
十
分

な
計
画
準
備
は
し
て
い
た
も
の
の
、
今
次
の
ご
と
き
大
動
員
は

初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
火
事
場
の
よ
う
な
混
雑
で
し
た
。
浜

田
連
隊
で
直
ち
に
出
征
す
る
も
の
と
覚
悟
し
て
入
隊
し
ま
し
た

が
、
意
外
に
も
第
一
次
、
第
二
次
出
征
組
か
ら
残
置
さ
れ
、
十

月
に
補
充
要
員
と
し
て
浜
田
を
出
発
、
下
関
で
「
加
洲
丸
」
に

乗
船
、
十
月
十
三
日
支
那
塘
沽
に
上
陸
、
列
車
と
行
軍
で
天
津-

大
同
を
経
て
、
原
隊
が
苦
闘
を
続
け
て
い
る
山
西
省
の
奥
地
へ
、

山
脈
と
荒
れ
地
の
続
く
広
野
を
越
え
て
の
追
及
行
軍
が
続
き
ま

し
た
。

飲
料
水
は
白
濁
し
て
い
る
し
、
御
飯
は
そ
の
都
度
、
飯
盒
炊

事
、
宿
泊
は
避
難
し
た
住
民
の
空
き
屋
で
雨
露
を
し
の
ぎ
、
お

菜
は
付
近
を
探
し
て
現
地
徴
発
に
頼
る
以
外
に
な
い
毎
日
で
し

た
。

前
線
に
追
及

十
月
三
十
日
、
連
隊
が
目
下
苦
闘
を
続
け
て
攻
撃
中
の
山
西

省
忻
口
鎮
で
連
隊
旗
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
激
の

一
時
で
す
。

私
は
第
三
大
隊
第
十
一
中
隊
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

原
隊
当
時
の
懐
か
し
い
顔
が
私
を
迎
え
る
。
彼
ら
が
語
る
上
陸

以
来
二
カ
月
の
苦
闘
の
数
々
の
な
か
で
、
散
華
し
た
人
々
の
中

に
懐
か
し
い
人
の
名
が
出
る
度
に
人
命
の
は
か
な
さ
と
、
明
日



の
我
が
身
を
思
い
、
ま
た
郷
里
の
妻
子
に
思
い
を
馳
せ
る
の
で

し
た
。

第
三
大
隊
は
こ
こ
に
至
る
途
中
の
平
型
関
口
に
お
い
て
優
勢

な
敵
陣
地
に
激
突
し
、
山
頂
の
敵
陣
地
を
辛
う
じ
て
占
領
し
た

各
中
隊
は
各
々
敵
の
包
囲
下
に
お
か
れ
、
相
次
ぐ
敵
の
逆
襲
を

受
け
、
大
隊
幹
部
こ
と
ご
と
く
死
傷
し
、
兵
力
も
三
分
の
一
に

減
少
す
る
損
害
を
受
け
な
が
ら
も
、
よ
く
占
領
し
陣
地
を
確
保

し
ま
し
た
。
後
日
、
方
面
軍
司
令
官
寺
内
大
将
の
感
状
を
受
け

る
偉
勲
を
樹
て
た
大
隊
で
あ
っ
て
、
忻
口
鎮
の
攻
撃
に
当
た
っ

て
は
予
備
隊
に
編
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

下
玉
庄
の
戦
闘

連
隊
の
第
一
大
隊
は
、
忻
口
鎮
の
敵
陣
地
攻
撃
の
左
第
一
線

の
攻
撃
部
署
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
十
二
日
夜
攻
撃
配

置
に
赴
く
途
中
、
忻
口
鎮
の
敵
陣
直
下
に
あ
る
下
玉
庄
部
落
で

兵
力
二
千
人
の
優
勢
な
敵
が
、
堅
固
な
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
壕

を
囲
ん
で
潜
ん
で
い
る
の
に
深
夜
不
意
に
遭
遇
し
、
突
入
の
反

覆
で
死
傷
続
出
し
、
ま
ず
第
一
中
隊
が
全
滅
の
危
地
に
追
い
込

ま
れ
、
急
報
に
接
し
た
大
隊
は
、
全
力
を
挙
げ
て
攻
撃
に
移
っ

た
が
、
死
傷
続
出
す
る
も
敵
、
頑
と
し
て
反
撃
を
繰
り
返
す
の

み
で
あ
っ
た
。

十
六
日
に
至
り
、
砲
兵
及
び
飛
行
機
に
よ
る
砲
爆
撃
が
行
わ

れ
、
十
七
日
夜
間
に
至
り
敵
が
撤
退
し
、
大
隊
は
連
隊
の
指
揮

下
に
復
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
大
隊
長
山
口
少
佐
を
は
じ
め

多
数
の
戦
死
傷
者
を
出
し
、
大
隊
の
戦
力
は
急
減
し
、
連
隊
の

最
後
の
忻
口
鎮
攻
撃
に
思
わ
な
い
支
障
を
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

忻
口
　
鎮
敵
第
一
線
陣
地
攻
撃

敵
の
布
陣
す
る
忻
口
鎮
付
近
の
地
形
は
、

一
帯
の
高
地
が
段
々

畑
状
に
山
頂
へ
と
続
き
、
そ
の
間
に
所
々
に
地
隙
あ
り
断
崖
あ

り
、
敵
陣
地
か
ら
斜
射
、
側
射
に
便
な
る
地
形
で
あ
っ
た
。
こ

の
陣
地
を
占
領
し
て
い
る
敵
は
五
個
師
団
を
主
力
と
し
た
優
勢

な
兵
力
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
我
が
軍
は
、
上
陸
以
来
、
長

い
戦
闘
の
連
続
で
、
兵
力
を
消
耗
し
た
五
個
師
団
と
配
属
の
一

個
旅
団
の
兵
力
で
あ
る
。

忻
口
鎮
敵
主
陣
地
に
対
す
る
攻
撃
は
、
当
初
、
十
三
日
払
暁

と
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
直
協
砲
兵
と
の
連
絡
、
攻
撃
部
隊
の

第
一
大
隊
の
下
玉
庄
に
お
け
る
思
い
は
な
い
。
敵
と
の
交
戦
に

よ
る
兵
力
の
減
少
と
日
時
の
経
過
等
で
十
五
日
午
後
四
時
に
第

二
大
隊
を
主
攻
撃
部
隊
と
し
て
開
始
し
た
が
、
意
外
な
ほ
ど
頑



強
に
抵
抗
す
る
敵
の
猛
射
、
逆
襲
の
反
覆
、
直
協
砲
兵
も
途
中

弾
薬
の
補
給
が
続
か
ず
、
大
隊
長
中
島
少
佐
、
宇
野
大
尉
の
戦

死
等
死
傷
続
出
し
、
藤
村
大
尉
が
指
揮
を
代
行
し
、
占
領
し
た

高
地
を
辛
う
じ
て
確
保
す
る
に
と
ど
ま
る
状
況
。

十
六
日
午
前
二
時
三
十
分
、
月
が
没
す
る
時
間
、
敵
は
全
線

に
わ
た
り
猛
反
撃
を
開
始
、
手
榴
弾
を
投
じ
て
突
入
を
繰
り
返

し
、
我
が
軍
は
こ
れ
に
射
撃
と
白
兵
で
撃
退
、
た
め
に
さ
ら
に

兵
力
の
減
少
を
来
た
し
、
一
部
占
領
陣
地
を
縮
小
確
保
せ
ざ
る

を
得
な
い
よ
う
な
結
果
も
生
じ
て
く
る
状
況
に
至
っ
た
。

陣
地
内
最
高
峰
へ
の
突
入
成
功

十
八
日
払
暁
、
旅
団
司
令
部
に
勤
務
し
て
い
た
犬
塚
大
尉
は
、

連
隊
幹
部
の
死
傷
が
多
い
た
め
、
自
ら
志
願
し
て
連
隊
復
帰
を

申
し
出
て
、
師
団
長
の
許
可
を
得
て
第
一
線
両
隊
長
を
指
揮
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
尉
は
直
協
砲
兵
の
協
力
は
期
待
す
る
に

足
ら
ず
と
考
え
、
連
隊
の
連
隊
砲
中
隊
長
荻
野
大
尉
に
歩
兵
砲

も
合
わ
せ
一
括
指
揮
さ
せ
、
な
る
べ
く
歩
兵
一
線
に
近
接
協
力

す
る
よ
う
命
じ
、
忻
口
鎮
敵
陣
地
最
高
地
に
対
し
攻
撃
を
発
起

し
た
。

敵
の
第
一
線
は
、
手
榴
弾
を
乱
投
し
な
が
ら
猛
射
を
我
に
浴

び
せ
、
ま
た
、
後
方
迫
撃
砲
陣
地
よ
り
の
急
射
に
よ
り
我
が
部

隊
の
突
撃
は
一
時
頓
座
す
る
か
に
見
え
た
。
が
こ
の
と
き
、
意

外
に
も
第
一
大
隊
副
官
新
田
少
尉
が
突
如
と
し
て
前
線
に
現
れ
、

軍
力
を
抜
い
て
真
っ
先
に
敵
人
に
突
入
、

犬
塚
大
尉
は
突
撃
ラ
ッ

パ
を
吹
奏
さ
せ
て
自
ら
荻
野
大
尉
と
共
に
敵
陣
に
突
入
、
か
く

し
て
最
高
峰
の
奪
取
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

敵
兵
、
後
退
開
始

二
十
日
夜
、
敵
は
七
回
に
わ
た
り
、
我
が
占
領
せ
る
陣
地
に

逆
襲
を
反
覆
し
て
来
た
が
、
そ
の
都
度
、
残
存
火
力
を
こ
の
敵

に
対
し
て
集
中
さ
せ
、
随
所
に
白
兵
を
揮
っ
て
こ
れ
を
撃
退
し

た
。夜

が
明
け
る
と
、
陣
地
前
の
視
界
一
帯
は
敵
の
遺
棄
死
体
全

く
地
を
覆
う
惨
状
を
目
撃
し
た
の
で
あ
っ
た
。

連
隊
も
第
一
線
の
兵
力
二
百
十
名
に
激
減
し
、
前
線
を
北
支

駐
屯
の
萱
野
部
隊
と
交
代
し
た
。

爾
後
、
忻
口
鎮
の
陣
内
戦
は
十
一
月
一
日
に
至
る
ま
で
膠
着

状
態
で
あ
っ
た
が
、
同
日
夕
刻
、
敵
は
総
退
却
を
開
始
し
、
全

陣
地
を
放
棄
し
、
一
斉
に
、
太
原
城
に
向
か
い
後
退
を
開
始
し

た
。



太
原
城
攻
略
戦

十
一
月
三
日
の
明
治
節
を
、
激
戦
の
跡
の
忻
口
鎮
高
地
で
迎

え
た
。
こ
こ
で
補
充
要
員
の
充
足
を
終
わ
っ
た
連
隊
は
、
一
部

は
自
動
車
追
撃
隊
と
な
り
、
私
た
ち
連
隊
主
力
は
行
軍
で
追
撃

に
移
る
。
車
両
部
隊
、
輓
馬
部
隊
、
徒
行
部
隊
、
進
撃
す
る
道

路
は
混
淆
し
て
言
語
に
絶
し
た
混
乱
で
あ
る
。

歩
兵
部
隊
は
日
夜
の
区
別
も
な
く
、
耐
久
の
進
軍
は
怒
涛
の

ご
と
く
太
原
城
を
目
指
し
て
進
ん
だ
。

太
原
城
は
山
西
モ
ン
ロ
ー
主
義
を
唱
え
る
閻
錫
山
将
軍
の
拠

点
城
で
、
城
壁
の
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
、
上
幅
七
メ
ー
ト
ル
の
堅

固
な
も
の
で
、
師
団
は
当
初
軍
使
を
派
遣
し
て
無
血
入
城
を
予

定
し
て
い
た
が
、
敵
は
約
束
に
反
し
て
城
門
を
固
く
閉
ざ
し
て

頑
強
に
抵
抗
を
示
し
た
の
で
、
攻
略
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

我
々
攻
撃
部
隊
は
後
方
で
背
嚢
を
残
置
し
て
軽
装
で
北
面
西

角
の
最
も
堅
固
な
大
北
門
へ
の
攻
撃
が
部
署
と
さ
れ
、
城
壁
か

ら
一
二
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
離
れ
た
位
置
に
散
開
し
て
攻
撃
準

備
の
配
置
に
着
い
た
。

十
一
月
八
日
午
前
十
時
二
十
分
、
砲
兵
の
支
援
射
撃
下
一
斉

に
各
個
躍
進
で
城
壁
直
下
の
敵
の
空
濠
の
線
に
た
ど
り
つ
い
た

と
同
時
に
、
大
小
両
北
門
付
近
か
ら
の
側
防
火
力
と
頭
上
の
城

壁
か
ら
撃
ち
お
ろ
す
射
弾
に
中
隊
は
濠
底
に
伏
せ
た
ま
ま
死
傷

者
続
出
、
全
く
身
動
き
で
き
ず
、
突
撃
の
機
を
待
つ
の
み
の
状

況
と
な
っ
た
。

そ
の
と
き
、
私
は
炸
裂
し
た
敵
砲
弾
の
爆
風
に
吹
き
飛
ば
さ

れ
て
、
再
び
起
立
し
よ
う
と
し
た
が
、
起
き
上
が
る
こ
と
が
で

き
ず
、
左
右
に
爆
破
す
る
手
榴
弾
の
中
を
思
わ
ず
念
仏
を
唱
え

な
が
ら
、
傍
ら
の
戦
死
者
を
模
し
て
敵
の
狙
撃
か
ら
脱
す
る
よ

う
、
じ
ー
っ
と
痛
さ
に
耐
え
て
伏
せ
て
い
た
。
隣
接
す
る
第
十

中
隊
は
重
砲
の
協
力
射
撃
に
よ
り
側
防
火
力
を
制
圧
し
、
野
砲

の
再
度
の
突
撃
支
援
射
撃
に
よ
り
城
壁
の
突
破
口
の
突
入
に
成

功
、
我
々
第
十
一
中
隊
も
続
い
て
城
内
に
突
入
。
か
く
し
て
太

原
城
を
完
全
に
手
中
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

太
原
に
お
い
て
上
陸
以
来
の
連
隊
の
英
霊
六
百
柱
の
内
地
へ

の
無
言
の
凱
旋
を
見
送
っ
た
。
上
陸
以
来
四
カ
月
の
短
期
間
の

犠
牲
者
で
あ
り
、
こ
れ
に
数
倍
す
る
負
傷
者
の
数
は
太
原
攻
略

線
ま
で
の
連
隊
の
善
戦
苦
闘
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ

れ
を
迎
え
る
郷
里
の
多
く
の
肉
親
の
方
々
の
心
情
を
し
の
び
、

前
線
に
残
る
兵
士
の
心
境
も
、
征
途
の
早
期
終
了
と
妻
子
の
も



と
へ
無
事
生
還
の
日
を
心
か
ら
神
に
祈
る
の
で
あ
っ
た
。

連
隊
長
の
交
代

十
一
月
二
十
二
日
ま
で
太
原
に
駐
留
し
て
い
た
師
団
は
、
新

任
務
の
た
め
保
定
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
途
中
、
娘
子
関
、

石
家
荘
を
経
由
し
行
軍
と
列
車
輸
送
で
保
定
に
移
動
し
た
。
私

は
太
原
で
負
傷
、

病
院
に
入
院
し
て
い
た
た
め
残
留
さ
れ
た
が
、

少
し
遅
れ
て
列
車
輸
送
で
保
定
で
中
隊
に
復
帰
し
た
。
保
定
に

お
い
て
我
々
が
慈
父
の
よ
う
に
慕
っ
て
い
た
粟
飯
原
連
隊
長
を

送
り
、
片
野
定
見
大
佐
を
後
任
と
し
て
迎
え
ま
し
た
。
粟
飯
原

連
隊
長
は
武
勲
赫
々
た
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
内
地
へ
の
帰
還
は
、

作
戦
中
、
北
支
方
面
軍
参
謀
と
し
て
前
線
を
回
り
、
そ
の
強
引

な
作
戦
指
導
を
繰
り
返
し
た
辻
政
信
参
謀
と
、
そ
の
都
度
意
見

を
異
に
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
の
噂
が
兵
の
間
に

流
れ
た
。

山
東
省
■
県
城
攻
略

保
定
で
し
ば
ら
く
駐
留
し
て
い
た
部
隊
は
、
こ
の
間
さ
ら
に

教
育
訓
練
を
重
ね
、
昭
和
十
三
年
の
正
月
を
保
定
で
迎
え
た
。

一
月
八
日
に
保
定
を
出
発
後
、
徒
歩
行
軍
で
途
中
残
敵
の
掃
討

を
続
け
つ
つ
南
下
を
続
け
、
濟
南
―
青
島
間
の
鉄
道
膠
濟
線
の

警
備
と
付
近
の
掃
討
の
任
に
就
い
た
。

三
月
二
十
日
、
部
隊
は
隣
接
す
る
第
十
師
団
の
作
戦
援
護
の

目
的
で
■
県
城
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
菖
県
城
は
城
壁

の
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
正
面
幅
九
百
メ
ー
ト
ル
、
城
壁
の
外
周
を

水
濠
を
巡
ら
す
堅
固
な
も
の
で
、
守
る
敵
は
砲
を
有
し
頑
強
に

抵
抗
し
、
か
つ
城
外
の
敵
部
隊
と
通
じ
我
が
部
隊
に
襲
撃
を
試

み
、
た
め
に
混
戦
状
況
続
出
し
、
整
斉
と
し
た
統
一
攻
撃
が
で

き
ず
、
一
時
混
乱
し
た
が
、
二
十
三
日
払
暁
を
期
し
て
攻
撃
を

再
開
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

前
夜
、
中
隊
長
は
全
員
に
対
し
攻
撃
部
署
を
明
示
し
、
徹
底

を
期
し
た
上
で
水
盃
を
汲
み
、
恩
賜
の
た
ば
こ
を
回
し
飲
み
さ

せ
各
自
に
遺
書
を
書
か
せ
、
中
隊
の
全
員
に
決
死
の
覚
悟
を
促

し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
夜
の
兵
士
は
夜
が
更
け
る
ま
で
、
あ

れ
こ
れ
と
考
え
込
ん
で
寝
に
つ
い
た
。

翌
朝
六
時
五
十
分
、
山
砲
の
集
中
射
撃
の
下
を
か
い
潜
り
梯

子
三
組
を
城
壁
に
掛
け
、
第
一
大
隊
副
官
新
田
少
尉
ま
た
も
先

頭
に
突
入
を
敢
行
し
、
同
時
に
我
が
第
三
大
隊
も
城
壁
西
北
角

の
突
入
に
成
功
、
九
時
三
十
分
完
全
に
城
内
を
占
領
し
た
の
で

あ
っ
た
。
部
隊
は
さ
ら
に
付
近
の
敵
を
求
め
て
攻
撃
を
続
行
中
、



三
月
四
日
、
葛
溝
鎮
で
敵
と
遭
遇
し
た
。
発
見
時
、
敵
と
の
距

離
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
敵
兵
の
左
右
に
動
く
の
が
手
に
届
く

よ
う
に
見
え
た
。

至
近
弾
が
身
辺
に
集
中
す
る
。
中
隊
長
西
山
大
尉
も
既
に
抜

刀
し
て
散
兵
を
鼓
舞
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
各
個
躍
進
中
、
身
辺

に
炸
裂
し
た
迫
撃
砲
破
片
を
左
足
に
受
け
倒
れ
る
。
重
傷
者
も

い
る
の
で
担
架
を
断
っ
て
銃
に
す
が
っ
て
衛
生
隊
ま
で
自
力
で

後
退
す
る
。
爾
後
、
前
線
に
近
い
病
院
か
ら
後
方
の
青
島
の
野

戦
病
院
、
さ
ら
に
広
島
陸
軍
病
院
を
経
て
大
津
の
陸
軍
病
院
で

三
カ
月
の
長
期
の
療
養
後
、

昭
和
十
三
年
八
月
二
十
七
日
治
癒
、

補
充
隊
に
復
帰
、

除
隊
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
各
病
院
で
我
々

の
受
け
た
銃
後
の
皆
さ
ん
の
慰
問
は
大
変
な
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。家

族
と
の
生
還
対
面
は
、
前
線
で
夢
に
ま
で
み
た
妻
子
、
両

親
を
現
実
と
し
て
こ
の
手
で
抱
き
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。再

度
の
召
集

昭
和
十
九
年
三
月
、
戦
局
は
い
よ
い
よ
難
し
く
な
る
気
配
の

高
ま
る
と
き
、
三
十
七
歳
に
な
っ
た
私
に
再
度
の
召
集
が
く
る
。

西
部
七
一
六
三
部
隊
に
入
隊
し
た
。
こ
の
部
隊
は
師
団
長
直
轄

の
広
島
市
海
江
田
に
あ
る
陸
軍
倉
庫
の
防
衛
が
任
務
で
あ
り
、

こ
の
倉
庫
は
前
線
部
隊
へ
の
一
切
の
物
質
の
補
給
基
地
と
な
っ

て
い
て
勤
務
は
前
線
同
様
実
弾
を
保
持
し
て
の
部
隊
で
あ
っ
た
。

原
爆
投
下
の
日
は
私
は
仙
崎
港
（
山
口
県
）
倉
庫
の
先
任
上

等
兵
で
、
衛
兵
司
令
と
し
て
分
遣
勤
務
中
で
被
爆
か
ら
免
れ
た
。

【
解

説
】

第
五
師
団
は
支
那
事
変
開
始
以
降
、
日
本
国
軍
の
精
鋭
師
団

と
し
て
こ
の
山
西
省
進
撃
作
戦
、
次
い
で
徐
州
会
戦
、
南
支
の

広
東
上
陸
作
戦
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
変
へ
の
救
援
、
南
寧
攻
略
戦
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
攻
略
戦
、
終
戦
前
の
北
豪
ア
ル
諸
島
の
防
衛
と

絶
え
ず
南
に
北
に
転
戦
に
転
戦
を
重
ね
、
偉
勲
を
樹
立
し
た
師

団
で
あ
る
。




